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まえがき

本書の目的

本書では，日本語HP Form Management System(日本語 FMS)バージョン 2.5を
インストールする方法およびインストレーションを確認する方法について説明しま
す。

対象読者

本書は，日本語HP FMSソフトウェアをインストールし，保守する人を対象とし
ています。日本語HP FMSをインストールする前に，必ず本書をお読みくださ
い。

日本語HP FMSをインストールするためには，特権付きアカウントでログインで
きなければなりません。インストレーション後にインストレーション検証プロシー
ジャを実行するためには， VT100/VT200シリーズの端末，もしくは VT100と互
換性のある端末を使用しなければなりません。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章 日本語 HP FMSをインストールするために必要な準備および条件について説
明します。

第 2章 日本語 HP FMSをインストールする手順について説明します。

第 3章 日本語 HP FMSのインストレーション後に行う作業について説明します。

第 4章 日本語 HP FMSのインストレーション後の IVPについて説明します。
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付録 A 標準的なインストレーションの実行例を示します。

付録 B 日本語 HP FMSで使用可能なオプションのアプリケーション・プログラム例
について説明します。

付録 C インストールもしくは変更されたファイルの詳細について説明します。

関連資料

日本語 FMSをインストールするための補足として， VMSINSTALプロシージャ
やOpenVMSのシステム管理およびオペレーションについては、OpenVMSのド
キュメントを参照してください。

日本語HP FMSの詳細は，次のドキュメントを参照してください。

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Mini-Reference』 FMSユーティリティ，
コマンドと修飾子，属性，キーの機能 などに関するクイック・リファレンスで
す。

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Language Interface Manual』 FMS
(Forms Management System)アプリケーション・プログ ラムに対する言語イ
ンタフェースについて説明します。対 象となる言語は， BASIC， BLISS-32，
C， COBOL， FORTRAN， PASCAL， PL/Iです。このドキュメントで説明
しない言語でプログラムを作成する際にも必要で，言語に依存しない情報につ
いても説明します。

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Introduction』 FMS (Forms Management
System)について紹介します。サンプル・アプリケーション・プログラムの例
を用いて，フォームを作成したり，管理する方法について説明します。

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Utilities Reference Manual』 FMS
(Forms Management System)ユーティリティについて説明します。これらの
ユーティリティは，DCLコマンドで起動し，フォームとフォーム・ライブラリ
を作成したり，管理することができます。

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Form Driver Reference Manual』 FMS
(Forms Management System)のフォーム・ドライバ構成要素が，OpenVMS
オペレーティング・システム上でどのように動くかについて説明します。ま
た，フォームを設計したり，データの入出力に FMSフォームを使うプログラ
ムを開発するために必要な情報も提供します。
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本書で使用する表記法

本書では，下記の表記法を使用します。

表記法 意味

Ctrl/X Ctrl/Yの記号は， CTRLキーを押しながら，同時に X文 字キーを押す
ことを示します。

KPn KPで始まるキー名は，端末の右側にある数字キーパッドのキーを示し
ます。例えば， KP4や KP.はキーパッド上のキーです。

PF1 X PF1 Xの記号は， PF1を押して，離してから，次に別のキーを押して
離すことを示します。

. . . 例中の水平の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中で省略可能な追加の引数が省略されていること。

• 前の項目を何度か繰り返すことができること。

• 追加パラメータ，値，または他の情報を入力できること。

.

.

.

垂直の反復記号は，コード例やコマンド形式で項目が省略されているこ
とを示す。

( ) 形式の説明で，括弧は，複数のオプションを選択するときに，選択した
オプション全体を括囲まなければならないことを示します。

[ ] 形式の説明で，大括弧で囲まれた項目は，省略可能な項目を示します。
何も選択しないか， 1つの項目を選択するか，またはすべての項目を
選択します (ただし，ファイル指定におけるディレクトリ名，および代
入文における部分文字列指定では，大括弧を省略することはできませ
ん)。

{ } 形式の説明で，中括弧は，中括弧で囲まれた項目から必ず 1つの項目を
選択しなければならないことを示します。

太字 オンライン版ドキュメントでは，ユーザ入力を示す場合があります。

$ ドル記号 ($)は， VMSシステムで DCLを入力できることを示すプロン
プトです。ただし，システムによって異なる場合があります。

英大文字 テキスト，例，構文の説明，関数の説明での英大文字は，入力しなけれ
ばならない文字列を示します。

英小文字 コマンドや例の中の英小文字は、ユーザが置き換えなければならない単
語や値を示します。）
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表記法 意味

– ハイフン (-)は， input-fileのように 1つの項目として扱う複数の後を
連結します。
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1
インストレーションの準備

この章では，日本語HP FMSをインストールするために必要な準備および条件に
ついて説明します。

なお，本書の内容は日本語HP FMSバージョン 2.5および次回のメジャーなプロ
ダクト・リリースまでの今後のすべての保守リリースに適用されます。

必要な媒体の数および内容については， BOM (Bill of Materials)および BIL
(Indented Bills Report)に示されています。ここに記された情報と照合して，必ず
キットの内容を確認してください。万一，キットが破損していたり，必要な媒体が
すべてそろっていない場合には，最寄りの日本HPの各支店／営業所にお問い合わ
せください。

日本語HP FMSは，オンラインのリリース・ノートを提供します。リリース・ノ
ートは，初めてインストレーションをする前に読んだり，印刷したりすることがで
きます。インストレーションを開始する前に，リリース・ノートを読むことを強く
おすすめします。

1.1 必要なオペレーティング・システム・コンポーネント

日本語HP FMSをインストールするには，OpenVMSバージョン 8.2以降の次の
クラスが必要です。

• VMS Required Saveset

• Programming Support

• Utilities

インストレーションの準備 1–1



インストレーションの準備
1.2必要なソフトウェア

1.2 必要なソフトウェア

本節では，日本語HP FMSをインストールする前に，各々のシステムにあらかじ
めインストールされていなければならないソフトウェアについて説明します。ま
た，日本語HP FMSで使用可能なソフトウェア情報についても説明します。互換
性のある製品およびそれらが適用できるバージョン番号など詳細な情報については
ソフトウェア仕様書 (SPD)を参照してください。

日本語HP FMSバージョン 2.5は日本語OpenVMS I64のバージョン 8.2以降を
必要とします。

1.3 必要なハードウェア

インストレーション後のインストレーション検証プロシージャ (IVP)を実行するた
めには，ビデオ端末が必要となります。インストレーション後の IVPの詳細につ
いては，第 4章を参照してください。

1.4 VMSライセンス管理機能 (LMF)

日本語HP FMSをインストールするには，ソフトウェア・ライセンスを登録しな
ければなりません。

ライセンスの登録に必要な情報は，日本語HP FMSといっしょに出荷されるプロ
ダクト・オーソライゼーション・キー (PAK)に含まれています。 PAKはライセン
ス情報が書かれた用紙です。

インストレーション中に，日本語HP FMSのライセンスを登録し，適当なキーを
ロードしたかどうか聞いてきます。 IVPを実行したりソフトウェアを使用するた
めには，インストレーションを開始する前に，ライセンスを登録しキーをロードし
ておかなければなりません。

日本語 VMSでライセンスを登録するには，最初にシステム・マネージャのアカウ
ント SYSTEMでログインします。登録するには，次の 2つの方法があります。

1–2 インストレーションの準備



インストレーションの準備
1.4 VMSライセンス管理機能 (LMF)

• SYS$UPDATE:VMSLICENSE.COMプロシージャを起動する。プロンプトに
応じ， PAKのデータを入力する。

• DCLの LICENSE REGISTERコマンドを使い， PAKの情報に応じた修飾子
の値を指定する。

LMFについての詳細は， VMSドキュメント・セットの『License Management
Utility Manual』を参照してください。

1.5 インストレーションに必要な条件

以下に日本語HP FMSをインストールするために必要な条件について説明しま
す。

1.5.1 制限

日本語HP FMSをインストールしている間は，ユーザをシステムにログインさせ
てはいけません。ユーザにメッセージを送るには，次の例のように REPLYコマン
ドを使用します。

$ REPLY/ALL "Please log off now. Installing FMS."

システムを使用しているユーザがいる場合， VMSINSTALはインストレーション
を継続するかどうかのメッセージを表示して，インストレーションを中止するかど
うか確認してきます。インストレーションを中止する場合は， RETURNキーを押
してください。

1.5.2 インストレーションに必要な時間

インストレーションは，媒体の種類およびシステムの構成に応じて， 5分から 10
分かかります。

インストレーションの準備 1–3



インストレーションの準備
1.5インストレーションに必要な条件

1.5.3 特権

日本語HP FMSをインストールするためには， SETPRV特権もしくは少なくとも
次の特権をもつアカウントでログインしなくてはなりません。

• CMKRNL

• WORLD

• SYSPRV

なお， VMSINSTALはインストレーション開始時に BYPASS特権をはずしますの
で注意してください。

1.5.4 必要なディスク領域

日本語HP FMSのインストレーションには，次に示すディスク領域を必要としま
す。日本語HP FMSをインストールした後は，必要なディスク領域が多少減りま
す。表 1–1に，日本語HP FMSのインストレーションに必要なディスク領域を示
します。

表 1–1 必要なディスク領域

キット名
インストール時
（ブロック）

インストール後
（ブロック）

日本語 HP FMSバージョン 2.5 13,000 6,500

日本語 HP FMSFDVバージョン 2.5 2,200 1,100

現在のシステム・ディスクの空きディスク領域を正確に調べるには，次のコマンド
を入力します。

$ SHOW DEVICE SYS$SYSDEVICE

1–4 インストレーションの準備



インストレーションの準備
1.5インストレーションに必要な条件

1.5.5 必要なシステム・パラメータ

本項では，システム・パラメータ値のチェック方法，システム・パラメータ
GBLPAGESとGBLSESCTIONSの値の計算方法， VMS AUTOGENコマンド・
プロシージャを使用してパラメータ値を変更する方法について説明します。

日本語HP FMSをインストールするためにはいくつかのシステム・パラメータの
設定を変更する必要があります。表 1–2にインストレーションのために最低限必
要なシステム・パラメータ値を示します。現在使用しているプログラムおよびアプ
リケーションによっては，いくつかの設定値を大きくする必要があります。

表 1–2 必要なシステム・パラメータ値

システム・パラメータ 値

GBLPAGES1 n+650

GBLSECTIONS1 n+5

1変数 nは現在使用中のシステム・パラメータの値です。日本語 HP FMSをインストールするために
は，ここに示した値を加算しなくてはなりません (第 1.5.5.2項参照)。

1.5.5.1 システム・パラメータ値のチェック

システム・パラメータ値は，次の手順で調べます。

1. 次のコマンドを入力して SYSGENユーティリティを起動します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSGEN
SYSGEN>

2. システム・パラメータ値を表示するためには， SYSGEN>プロンプトに対して
SHOWコマンドを入力します。表示される値が，表 1-2に示したそれぞれのパ
ラメータの値に等しいかもしくは大きくなくてはなりません。GBLPAGESシ
ステム・パラメータ値を表示するには，次のコマンドを入力します。

SYSGEN> SHOW GBLPAGES

SHOWコマンドでパラメータ値を調べ終わった後，DCLレベルにもどるには
SYSGEN>プロンプトに対して EXITコマンドを入力します。
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1.5.5.2 GBLPAGESとGBLSECTIONSの値の計算

日本語HP FMSをインストールし実行するためには，GBLPAGESおよび
GBLSECTIONSのシステム・パラメータに正確な値を設定しなければなりませ
ん。

表 1–2中の nは，システムで使用可能なグローバル・ページおよびグローバル・
セクションの現在の数を表します。インストレーションを正常に実行するために
は，表中に示した値を加算しなければなりません。システムの未使用のグローバ
ル・ページおよびグローバル・セクションの数の計算は次の手順で行います。

1. 次のDCLコマンドを使用して VMS Inatallユーティリティ (INSTALL)を実行
します。

$ INSTALL LIST /GLOBAL /SUMMARY

次の例のように現在未使用のグローバル・ページの数と，システムが使用中の
グローバル・ページおよびグローバル・セクションの要約が表示されます。

Summary of Local Memory Global Sections

258 Global Sections Used, 22580/3420 Global Pages Used/Unused

2. 未使用のグローバル・ページの数 (例中の 3420)が 250以上であることを確か
めます。未使用のページ数が 250未満であるときはGBLPAGESの値を増やす
必要があります。

3. 使用中のグローバル・セクションの数 (上の例中の 258)に注意します。

4. SYSGENユーティリティを実行し， SHOWコマンドで占有されているグロー
バル・セクションの数を確かめます。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSGEN
SYSGEN> SHOW GBLSECTIONS

Parameter Name Current Default Minimum Maximum Unit Dynamic
-------------- ------- ------- ------- ------- ---- -------
GBLSECTIONS 512 250 20 4095 Sections

5. 占有されている数から要約で示された数 (例中の 258)を差し引きます。差が
4未満であるときは，GBLSECTIONSパラメータの値を増やす必要がありま
す。
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第 1.5.5.3項では，これらの値を他のシステム・パラメータの値と同様に増やす手
順について記述します。詳細については，システム管理およびオペレーションに関
する VMSドキュメントを参照してください。

1.5.5.3 AUTOGENを使用したシステム・パラメータ値の変更

システム・パラメータを変更するには， AUTOGENコマンド・プロシージャを使
用します。 AUTOGENは，個別に再設定したパラメータに関連するパラメータの
値を自動的に調整します。

次の手順で AUTOGENでシステム・パラメータを変更します。

1. 次のファイルを編集します。

SYS$SYSTEM:MODPARAMS.DAT

このファイルを編集するにはエディタを使用してください。
SYS$SYSTEM:MODPARAMS.DATファイル中にすでに存在するパラメータ値
を変更する場合は，そのパラメータに対応する現在値を削除し，新しい値を入
力します。

新しい値を追加する場合は，MODPARAMS.DATファイルに行を追加しま
す。追加する行には，次の例のようにパラメータの名前とその値を記述しま
す。

GBLSECTIONS = 128

MODPARAMS.DATファイル中の増分値パラメータを変更することもできま
す。次の例では，グローバル・ページ設定を 2000ページ分増加します。

ADD_GBLPAGES = 2000

2. すべての変更が終了した後，システム・パラメータを再計算するために
AUTOGENプロシージャを実行します。DCLプロンプトで次のコマンドを入
力します。

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

AUTOGENはシステム・パラメータの再計算が終了した後に，システムを自動的
にシャット・ダウンし，リブートします。システムをリブートすることで新しいパ
ラメータ値が有効となります。

インストレーションの準備 1–7



インストレーションの準備
1.5インストレーションに必要な条件

バージョン 5.0以降の VMSでシステムをリブートすると， AUTOGENユーテ
ィリティは，最後のリブート以来の資源の消費量に基づいて SYSGENパラメー
タのうちのいくつかを自動的に調整します。この自動調整を行いたくなければ，
AUTOGENコマンド行に/NOFEEDBACK修飾子を追加してください。

AUTOGENの使用方法の詳細については，システム管理とオペレーションに関す
る VMSドキュメント中のシステム・パラメータを変更する命令を参照してくださ
い。

1.5.6 アカウントのクォータの変更

日本語HP FMSをインストールするために使用するアカウントには，インストレ
ーションの実行を可能にするための充分なクォータが必要です。表 1–3にインス
トールするのに使用するアカウントに必要なプロセス・クォータを示します。

表 1–3 インストレーションのアカウントに必要なプロセス・クォータ

クォータ名 値

ASTLM 24

BIOLM 18

BYTLM 18,000

DIOLM 18

ENQLM 30

FILLM 20

ユーザ・アカウントのクォータは，ファイル SYSUAF.DATに保存されています。
ユーザ・アカウントのクォータの確認および変更は， VMS AUTHORIZEユーテ
ィリティによって行います。

次の手順で，アカウントのクォータを調べ，変更します。

1. ディレクトリを SYS$SYSTEMに設定してから AUTHORIZEを実行します。

$ SET DEFAULT SYS$SYSTEM
$ RUN AUTHORIZE
UAF>
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2. AUTHORIZEユーティリティのプロンプト (UAF>)に対して SHOWコマンド
にアカウント名を指定して，特定のアカウントを調べます。

UAF> SHOW SMITH

3. クォータを変更するには，UAF>プロンプトに対してMODIFYコマンドを使
用します。MODIFYは次の形式で指定します。

MODIFY アカウント名 / クォータ名 =nnnn

次の例では， SMITHアカウントの FILLMクォータを変更し， AUTHORIZEユ
ーティリティを終了します。

UAF> MODIFY SMITH /FILLM=50
UAF> EXIT

ユーティリティを終了した後，変更が行われたかどうかを示すメッセージが表示さ
れます。変更を行ったならば，新しいクォータを利用するために一度ログアウトし
てから，再びログインしなくてはなりません。

アカウントのクォータの変更方法についての詳細は， VMSドキュメント・セット
中の AUTHORIZEユーティリティの項を参照してください。

1.5.7 VMSINSTALの条件

VMSINSTALを起動する際は次のことを確認してください。

• 省略時のデバイスおよびディレクトリを SYS$UPDATEに設定しているか。

• 特権付きアカウントでログインしているか。

• インストレーションに充分なクォータをもっているか。

• DECnetが立ち上がっているか。

• システムにログインしているユーザがいるか。
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VMSINSTALを実行するには，インストレーションのアカウントに最低限次のク
ォータが必要です。

ASTLM = 24
BIOLM = 18
BYTLM = 18,000
DIOLM = 18
ENQLM = 30
FILLM = 20

VMSINSTALはインストレーション中に問題を見つけると，その問題を通知して
インストレーションを継続するかどうかを問い合わせてきます。 YESを入力する
とインストレーションが継続され，NOまたは RETURNキーを入力するとインス
トレーションが打ち切られます。インストレーションを打ち切った場合は問題箇所
を修正して，インストレーションを再実行してください。

1.5.8 システム・ディスクのバックアップ

インストレーション開始時に，システム・ディスクのバック・アップをとっている
かどうか問い合わせてきます。オペレーティング・システムにソフトウェアをイン
ストールする前に，システム・ディスクのバックアップをとることをおすすめしま
す。

すでに確立されているバックアップ手順を利用してください。システム・ディスク
のバックアップ方法についての詳細は， VMSドキュメント・セットの BACKUP
ユーティリティの項を参照してください。
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2
日本語 HP FMSのインストレーション

本章では，日本語HP FMSをインストールする方法について説明します。第 2.2
節では，インストレーションの手順をステップごとに説明します。

2.1 概要

本節では，リリース・ノートのアクセス方法，システムに追加されたファイルおよ
び論理名の確認方法， IVPの実行方法およびインストレーションの強制終了方法
について説明します。

2.1.1 オンライン・リリース・ノートのアクセス方法

日本語HP FMSでは，オンライン・リリース・ノートを提供します。リリース・
ノートには，インストレーション・プロシージャの変更に関する情報が含まれてい
る場合もありますので，まずリリース・ノートを読んでください。

VMSINSTALを起動するときにOPTIONS Nを指定すると，オンライン・リリー
ス・ノートを表示，または印刷するかどうかを聞いてきます。インストレーション
開始後まもなくこの問い合わせがあります。

日本語HP FMSのインストレーション後，リリース・ノートは次のところに置か
れます。

SYS$HELP:HPFMSJA025.RELEASE_NOTES

オンライン・ヘルプでもリリース・ノートを見ることができます。インストレーシ
ョン後にHELP機能でリリース・ノートを見るには次のコマンドを入力します。

$ HELP JFMS RELEASE_NOTES
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2.1.2 システムに追加されたファイルおよび論理名の確認

日本語HP FMSのインストレーションでシステムに追加，交換もしくは変更され
たファイルの一覧は，付録 Cにあります。

日本語HP FMSをインストールすると，システムに 1つの論理名 (JFMS$EXAMPLES)
が追加されます。 JFMS$EXAMPLESに関連したファイルの一覧は，付録 Cとオ
ンライン・リリース・ノートの付録 Bにあります。

2.1.3 インストレーション検証プロシージャの実行

IVPで日本語HP FMSのインストレーションの確認を行います。インストレー
ション中に，インストレーションの一部として IVPを実行するかどうか問い合わ
せてきます。 YESと答えれば， VMSINSTALは IVPを実行します。日本語HP
FMSが正しくインストールされたかどうかを確認するために IVPを実行すること
をおすすめします。

日本語HP FMSをインストールした後，そのソフトウェアをシステムで利用でき
るかどうかを確認するために IVPを単独で実行することができます。また，シス
テムに障害があった場合に，ユーザが日本語HP FMSをアクセスできるかどうか
を確認するといった目的で， IVPを実行することもできます。

会話型であるという性質上，フォーム・エディタおよびフォーム・テスタは
VT100もしくは VT200と互換性のある端末上で手作業でテストされなければなり
ません。フォーム・エディタおよびフォーム・テスタのインストレーションの確認
方法は，第 4章を参照してください。

2.1.4 インストレーションの強制終了

インストレーションを途中で強制終了する場合には， CTRL/Yを押します。
CTRL/Yを押すと，その時点までに作成したすべてのファイルを削除し，インスト
レーションを終了します。その後インストレーションを再実行することができま
す。

2–2 日本語 HP FMSのインストレーション



日本語 HP FMSのインストレーション
2.2インストレーションの手順

2.2 インストレーションの手順

日本語HP FMSのインストレーションの手順は，一連の問い合わせと情報メッセ
ージから構成されます。以下に VMSINSTALの起動方法および VMSINSTALか
らの問い合わせに対する応答方法を説明します。

2.2.1 VMSINSTALの起動

インストレーションを開始するには， SYSTEMアカウントのような特権付きアカ
ウントで VMSINSTALコマンド・プロシージャを起動します。 VMSINSTALは
SYS$UPDATEディレクトリの中にあります。 VMSINSTALは次の構文で起動し
ます。

@SYS$UPDATE:VMSINSTAL プロダクト名　装置名 OPTIONS N

プロダクト名

製品のインストレーション名です。日本語HP FMSでは次のインストレーション
名を使用してください。

FMSJA025

装置名

媒体をマウントする装置名です。たとえば，DKC100:は CD-ROMドライブの装
置名です。

OPTIONS N

リリース・ノートに関する問い合わせを表示するようにするためのオプション・パ
ラメータです。OPTIONS Nパラメータを指定しなければリリース・ノートに関
する問い合わせは表示されません。

VMSINSTALを起動するときに選択できるオプションは，この他にもいくつかあ
ります。これらのオプションについては， VMSドキュメントのソフトウェアのイ
ンストレーションを参照してください。
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次の例に， CD-ROMドライブDKC100:から日本語HP FMSをインストールする
ように VMSINSTALを起動するコマンドとそれに対するシステムの応答を示しま
す。この例ではOPTIONS Nというリリース・ノートに関するパラメータを使用
しています。

$ @SYS$UPDATE:VMSINSTAL FMSJA025 DKC100: OPTIONS N

OpenVMS ALPHA Software Product Installation Procedure V1.5

It is 18-JUN-1993 at 13:23.

プロダクト名もしくは装置名のどちらかを入力していなければ，インストレーショ
ン中に問い合わせがあります。

2.2.2 インストレーションに関する問い合わせ

本節では，インストレーション中の問い合わせについて説明します。問い合わせに
対する応答例は，付録 Aにあるインストレーションの実行例を参照してください。

インストレーション中の問い合わせには，行頭にアスタリスク (*)がついてい
ます。また，問い合わせに対して省略時の応答が用意されている場合は，たと
えば[YES]のように，括弧内に表示されます。省略時の応答を使用する場合は
RETURNキーを押します。

1. DECnetの状況確認

%VMSINSTAL-W-DECNET, Your DECnet network is up and running.
.
.
.
* Do you want to continue anyway [NO]?

日本語HP FMSは，スタンドアロンのシステムあるいはDECnetをシャット
ダウンしたクラスタにインストールしなければなりません。DECnetが動作
しているかどうかが通知され，活動中のすべてのプロセスの一覧が表示されま
す。そしてインストレーションを継続するかどうか問い合わせてきます。この
問い合わせに対する省略時の応答はNOです。

2–4 日本語 HP FMSのインストレーション



日本語 HP FMSのインストレーション
2.2インストレーションの手順

2. システムのバックアップ

* Are you satisfied with the backup of your system disk [YES]?

システムのバックアップをとっているかどうか問い合わせてきます。インスト
レーションを行う前に，常にシステム・ディスクのバックアップをとってくだ
さい。システム・ディスクのバックアップをとっているならば， RETURNキ
ーを押してください。もしそうでなければ，NOと入力してインストレーショ
ンを中止してください。システム・ディスクのバック・アップをとった後，イ
ンストレーションを再実行することができます。

3. 媒体のマウント

Please mount the first volume of the set on DKC100:.
* Are you ready? YES
%MOUNT-I-MOUNTED, FMSJA MOUNTED ON _$$DKC100:
The following products will be processed:
FMSJA V2.5

Beginning installation of FMSJA V2.5 at 13:23

%VMSINSTAL-I-RESTORE,Restoring product saveset A...

ここで VMSINSTALを起動したときに指定したデバイスに最初の提供ボリュー
ムをマウントします。その場合，装置名が表示されインストレーションを継続
する準備ができたかどうかを確認するAre you ready?という問い合わせがあり
ます。

準備ができている場合は YESと入力します。すると日本語HP FMSの入った
媒体が指定された装置にマウントされ，インストレーションが始まったことを
示すメッセージが表示されます。

VMSINSTALの起動時に間違った装置名を入力してしまい，インストレーショ
ンを起動し直さなければならない場合は，Are you ready?の問い合わせに対し
てNOを入力します。その他の理由でインストレーションを途中で強制終了す
る場合は， CTRL/Yを押してください。

4. リリース・ノート
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Release Notes Options:
1. Display release notes
2. Print release notes
3. Both 1 and 2
4. Copy release notes to SYS$HELP
5. Do not display,print or copy release notes

* Select option [2]:

VMSINSTALの起動時にOPTIONS Nを指定すると，リリース・ノートに関
する 5つの選択ができます。

オプション 1を選ぶと，リリース・ノートを端末で参照することができます。
表示を中止するには CTRL/Cを押してください。

オプション 2を選ぶと，リリース・ノートを印刷するためのキュー名を問い合
わせてきます。

* Queue name [SYS$PRINT]:

RETERNキーを押して省略時の出力プリント装置にファイルを送るか，もしく
は他のキュー名を入力します。オプション 2が省略時の応答です。

オプション 3を選ぶと，リリース・ノートをコンソール端末で直接見ることが
でき，さらに印刷するためのキュー名を聞いてきます。

オプション 4を選ぶと，リリース・ノートがヘルプ・ディレクトリにコピーさ
れます。このオプション 4を選ばなくても，日本語HP FMSのリリース・ノー
トは SYS$HELPディレクトリにコピーされます。

リリース・ノートをすでに見ているならば，オプション 5を選びます。

5. インストレーションの継続

* Do you want to continue the installation [N]?: YES
%VMSINSTAL-I-RELMOVED , The product’s release notes have been
successfully moved to SYS$HELP.

インストレーションを継続するかどうか聞いてきます。継続する場合は " YES
"と入力します。継続しないならば RETURNキーを押してください。いずれの
場合もリリース・ノートは SYS$HELPディレクトリにコピーされます。
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リリース・ノートは次のところに置かれます。

SYS$HELP:HPFMSJA025.RELEASE_NOTE

注意

VMSINSTALによってインストールされたリリース・ノートのファイル
名は，現在の製品名およびバージョン番号から構成されます。日本語 HP
FMSの前のバージョンのリリース・ノートは削除しないでください。

6. ライセンスの登録

Product: FMS
Producer: HP
Version: 2.5
Release Date: 12-MAR-2004

* Does this product have an authorization key registered and loaded?

製品のライセンス情報が表示され，次に日本語HP FMSの PAKを登録および
ロードしたかどうか問い合わせてきます。

PAKの登録もロードもしていない場合には，この問い合わせに対してNOと入
力します。インストレーションを正しく行うためには， PAKを登録し，ロード
しておかなければなりません。まだ登録とロードを行っていない場合には，イ
ンストレーションを中止し， PAKの登録とロードを行ってからインストレーシ
ョンを再実行してください。

7. IVPの実行の選択

* Do you want to run the IVP after the installation [YES]?

インストレーションの後に， IVPを実行するかどうか問い合わせてきます。日
本語HP FMSの IVPは，インストレーションが成功したかどうかをチェック
します。 IVPを実行することをおすすめします。

8. 古いバージョンのファイルの処置

* Do you want to purge files replaced by this installation [YES]?
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このインストレーションによって，日本語HP FMSの古いバージョンのファイ
ルを削除するかどうかの問い合わせがあります。古いバージョンのファイルを
削除することをおすすめしますが，古いバージョンのファイルを保存しておく
必要がある場合には，この問い合わせに対してNOと入力してください。

9. インストレーション・オプション

* Do you wish to install Sample Application Programs and
Modifiable Message File Procedures [YES]?

インストレーション・オプションを選択するかどうか問い合わせてきます。こ
こで YESと入力すると，日本語HP FMSの変更可能なメッセージ・ファイル
およびアプリケーション例がインストールされます。

アプリケーション・プログラム例は，日本語HP FMSプログラミング・テクニ
ックの例として日本語HP FMSドキュメント内で用いられます。アプリケーシ
ョン例のファイルは JFMS$EXAMPLES:ディレクトリにあり，付録 Cに一覧
があります。日本語HP FMSのインストレーションおよびスタートアップ・プ
ロシージャ (SYS$STARTUP:JFMSTRTUP.COM)で， JFMS$EXAMPLES:デ
ィレクトリのシステム論理名を定義しています。アプリケーション・プログラ
ム例の詳細については付録 Aを参照してください。

変更可能なメッセージ・ファイル・プロシージャは，サブ・ディレクト
リを作成し，その中に FMSメッセージ・ファイルのソースと FMSフォ
ーム・ドライバおよび FMSユーティリティ中のメッセージ・テキストの
変更方法の説明を格納します。メッセージ・ファイルはサブディレクト
リ SYS$SYSROOT:[SYSHLP.EXAMPLES.JFMS.MESSAGE]にあり，メ
ッセージ・ファイルを変更する方法は，そのサブディレクトリ中の FMS_
MESSAGE.MEMファイルにあります。

10.媒体ボリュームの追加

%BACKUP-I-READYREAD, mount volume 2 on_DKC100: for reading

Enter "YES" when ready:

インストレーション・キットが 2巻以上ある場合は，追加のボリュームを挿入する
よう指示が表示され，続いてインストレーションを続ける準備ができているかどう
かを問い合わせてきます。
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2.2.3 情報メッセージ

ここでインストレーションの進行を報告する多くの情報メッセージが表示されま
す。この後は問い合わせはありません。インストレーションが成功すると，変更あ
るいは新規作成したファイルが目的のディレクトリに移され，必要に応じてヘル
プ・ファイルとDCLテーブルが更新されます。古いバージョンのファイルを削除
するように指示してあるならば，ここで行われます。そして，次のメッセージが表
示されます。

%VMSINSTAL-I-MOVEFILES, files will now be moved to their target directories...

インストレーションが成功すると，次のファイルが目的のディレクトリに移されま
す。

• SYS$SYSTEM:JFMSFAA.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFED.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFEDE.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFLG.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFLI.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFTE.EXE

• SYS$SYSTEM:JFMSFUU.EXE

• SYS$SHARE:JFDVSHR.EXE

さらに， SYS$HELP:HELPLIB.HLBおよび SYS$LIBRARY:DCLTABLES.EXE
がそれぞれHP FMS HELPテキストおよび FMSコマンド行定義の新しいバー
ジョンのファイルに更新されます。日本語HP FMSのリリース・ノートは，
SYS$HELP:HPFMSJA025.RELEASE_NOTESファイルにコピーされます。

インストレーションによって作成もしくは変更された全ファイルの一覧は付録 Cを
参照してください。
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2.2.4 インストレーション検証プロシージャの実行

インストレーション時に IVPの実行を指定した場合， VMSINSTALは IVPを実行
します。次のメッセージが表示されます。

Beginning the FMSJA V2.5 Installation Procedure...

日本語HP FMSが正常にインストールされていると IVPは次のメッセージを表示
します。

FMSJA V2.5 Installation Verification Procedure was successful
Refer to the FMSJA Installation Guide for further verification
procedures..

日本語HP FMSをインストールした後，いつでも単独で IVPを実行することがで
きます。 IVPを実行するためには，次のコマンドを使用します。

@SYS$COMMON:[SYSTEST.FMS]DECFMSJ$IVP

2.2.5 インストレーションの終了

次のメッセージが表示されると，すべてのインストレーションが終了したことを示
します。

Installation of FMSJA V2.5 completed at 11:03

VMSINSTAL procedure done at 11:17

ここで特権付きアカウントからログアウトします。

$ LOGOUT

次のメッセージが表示されます。

SYSTEM logged out at 31-JAN-1990 11:24:32.40
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VMSINSTALは，インストレーション中にプロセス・シンボル・テーブルのエン
トリを削除，もしくは変更します。したがって，システム・マネージャのアカウン
トを使用し，これらのシンボルを復元させたい場合，一度ログアウトしてもう一度
ログインし直してください。

2.3 エラーの回復

インストレーション実行中もしくは IVP実行中にエラーが発生すると，
VMSINSTALがエラー・メッセージを表示します。インストレーションに失
敗すると次のメッセージが表示されます。

%VMSINSTAL-E-INSFAIL, The installation of FMSJA V2.5 has failed.

IVPに失敗すると次のメッセージが表示されます。

The FMSJA V2.5 Installation Verification Procedure failed.

%VMSINSTAL-E-INSFALL, The IVP for FMSJA V2.5 has failed.

インストレーション中にエラーが発生するのは，次のいずれかの原因によります。

• オペレーティング・システムのバージョンが適切なバージョンでない。

• インストレーションを実行するのに必要なクォータが不足している。

• インストレーションを実行するためのシステム・パラメータ値が充分でない。

• VMS HELPライブラリが現在使用中である。

• インストレーションに必要なディスク領域が不足している。

• プロダクト・ライセンスの登録，ロードが行われていない。

これらの状態によって出力されるエラー・メッセージについての説明は， VMSド
キュメントのシステム・メッセージ，復元プロシージャおよび VMSソフトウェ
ア・インストレーションの項を参照してください。これらの状態に気づいた場合
は，メッセージに従って適切な処理を実行しなければなりません (システム・パラ
メータを変更するか，もしくは登録されているクォータの値を増やす必要がありま
す)。なお，インストレーションに必要な条件については，第 1章を参照してくだ
さい。
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2.4 問題点の通知

本ソフトウェアについては，日本HP所定のソフトウェア保証基準に定められた保
証が提供されますので，その内容にしたがった処置を取ってください。

なお，ご不明な点につきましては，日本HPの各支店／営業所にお問い合わせくだ
さい。
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インストール後の作業

日本語HP FMSをインストールした後，次の作業を行う必要があります。

• システム・スタートアップ・ファイルの編集

• ユーザ・アカウントのクォータの設定

3.1 システム・ファイルの編集

システムをリブートしたときに，自動的に，日本語HP FMSのスタートアップを
行うようにするために 2つのシステム・スタートアップ・ファイルを編集する必要
があります。次の手順で，スタートアップ・ファイルを編集します。

• システム・スタートアップ・ファイル SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
VMS.COMに日本語HP FMSを起動するコマンド行を追加します。ネットワ
ークが起動される前に，日本語HP FMSを起動することはできません。した
がって，この新しいコマンド行はネットワークのスタートアップ・コマンド・
プロシージャを起動する行の後に入れなければなりません。次の例は，日本語
HP FMSのスタートアップ・コマンド行がネットワークのスタートアップ・コ
マンド行の後にあることを示します。

$ @SYS$MANAGER:STARTNET.COM
.
.
.

$ @SYS$STARTUP:JFMSTRTUP.COM

• FMSスタートアップ・コマンド・プロシージャは，いくつかの VMSコマンド
を含んでいます。最初のコマンドは，日本語HP FMSバージョン 2.5のアプリ
ケーション・プログラム例があるディレクトリを論理名 JFMS$EXAMPLESに
割り当てます。
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コマンド・プロシージャの最後のコマンドは， JFDVSHR， JFDVMSGと
JFDVMSGEを共用可能イメージとしてインストールします。 FMSアプリケーシ
ョン・プログラムの性能をさらに改善するためには， JFMSTRTUP.COMから次
の行を取り除きます。

$ EXIT ! Remove this line to install the images

JFMSTRTUP.COMファイルに変更を加えたら， SHUTDOWNプロシージャで現
在のシステムを停止し，システムをリブートしてください。

3.2 ユーザ・アカウントの条件

日本語HP FMSを使用するためには，ユーザ・アカウントに少なくとも
TMPMBX特権がなければなりません。また，ユーザ・アカウントには，表 3–1に
示すクォータがなければなりません。

表 3–1 日本語 HP FMSの使用に必要なユーザ・アカウントのクォータ

クォータ名 値

ASTLM 24

BIOLM 18

DIOLM 18

ENQLM 30

FILLM 20

ユーザ・アカウントの特権とクォータは，ファイル SYSUAF.DATに保存されて
います。ユーザ・アカウントのクォータを確認および変更するには，次の手順で
VMS AUTHORIZEユーティリティを使用します。

1. まず最初にディレクトリを SYS$SYSTEMに設定し，次に AUTHORIZEを実
行します。

$ SET DEFAULT SYS$SYSTEM
$ RUN AUTHORIZE
UAF>
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2. AUTHORIZEユーティリティのプロンプト (UAF>)に対して， SHOWコマン
ドにアカウント名を指定して特定のアカウントを調べます。

UAF> SHOW SMITH

3. 特権とクォータを変更するには，UAF>プロンプトに対してMODIFYコマン
ドを使用します。MODIFYは次の形式で指定します。

MODIFY アカウント名 /クォータ名 = nnnn/privilege = 特権名

次の例では SMITHアカウントの ENQLMクォータを変更し，そしてユーティ
リティを終了します。

UAF> MODIFY SMITH /ENQLM=50
UAF> EXIT

4. ユーティリティを終了すると，変更が行われたかどうかを示すメッセージが表
示されます。新しいクォータを使用するためには設定を変更した後，一度ログ
アウトし再びログインし直さなければなりません。

アカウントのクォータの変更方法についての詳細は， VMSドキュメント・セット
の中の AUTHORIZEユーティリティの説明を参照してください。

3.3 IVPの実行

日本語HP FMSをインストールした後， IVPは自動的に
SYS$COMMON:[SYSTEST.FMS]DECFMSJ$IVP.COMに置かれます。インスト
レーション時に IVPの実行を選択しなくても IVPはそこに置かれます。

日本語HP FMSのインストール後は，いつでも次のコマンドで IVPを実行するこ
とができます。

@SYS$COMMON:[SYSTEST.FMS]DECFMSJ$IVP
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3.4 特別な条件

データの損失を防ぐために，日本語HP FMSを使用する前に端末をHOSTSYNC
と TYPAHEADに設定する必要があります。詳細についてはオンライン・リリー
ス・ノートを参照してください。

3.5 日本語HP FMSの性能のチューニング

本節では，システム・チューニングの情報と日本語HP FMSを共用イメージとし
てインストールする方法について説明します。

日本語HP FMSバージョン 2.5のフォーム・ドライバは，共用イメージとして構
築されます。HP FMSアプリケーションを複数のユーザが同時に実行した場合，
各ユーザはメモリ上にフォーム・ドライバのコピーをもちます。フォーム・ドライ
バを共用可能なイメージとしてインストールすれば，複数のHP FMSアプリケー
ションを実行したときに，ユーザはメモリ上の 1つのフォーム・ドライバのコピー
を共有します。

共用可能イメージにすれば必要なメモリを減らし，システムの性能を改善すること
ができます。

現在実行しているシステムに日本語HP FMSを共用可能イメージとしてインスト
ールするには， VMSインストール・ユーティリティ (INSTALL)を使用してくだ
さい。グローバル・ページ・テーブルの使用可能な領域が分裂することはほとんど
ないので，ブートされているシステム上でインストール操作を実行することをおす
すめします。

次の手順で，日本語HP FMSを共用イメージとしてインストールします。

1. 最初にシステムの使用可能なグローバル・ページおよびグローバル・セクショ
ンの数を調べてください。グローバル・ページとグローバル・セクションの数
の確認および変更方法は，第 1.5.5.2項を参照してください。表 1-2にこれらの
パラメータが必要とする値を示します。
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2. システム・パラメータの値を再設定した後，特権付きアカウントで VMSイン
ストール・ユーティリティを起動し，日本語HP FMSを共用イメージとしてイ
ンストールしてください。

$ INSTALL
INSTALL> ADD SYS$SHARE:JFDVSHR.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> ADD SYS$MESSAGE:JFDVMSG.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> ADD SYS$MESSAGE:JFDVMSGE.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> EXIT

3. 次の行を適切なシステムのスタートアップ・コマンド・ファイルに追加しなけ
ればなりません。そうすればシステムを起動するたびに，日本語HP FMSが
共用イメージとして使用可能となります (スタートアップ・プロシージャがモ
ジュール化されているならば，必ずその行を正しいファイルに追加してくださ
い。 VMSバージョン 5.0の省略時のスタートアップ・コマンド・ファイルは
SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMです)。

$ INSTALL
INSTALL> ADD SYS$SHARE:JFDVSHR.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> ADD SYS$MESSAGE:JFDVMSG.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> ADD SYS$MESSAGE:JFDVMSGE.EXE /OPEN /SHARED
INSTALL> EXIT

4. 日本語HP FMSを共用イメージとしてインストールする場合，グローバル・ペ
ージ (GBLPAGES)を 250ページ，グローバル・セクション (GBLSECTIONS)
を 4セクション増やしてください。パラメータを変更する方法については，第
1.5.5項を参照してください。
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4
フォーム・エディタおよびフォーム・テスタの確認

会話型であるという性質上，フォーム・エディタおよびフォーム・テスタは
VT100もしくは VT200と互換性のある端末上で手作業でテストされなければなり
ません。次に示す手順でフォーム・エディタおよびフォーム・テスタのインストレ
ーションを確認します。

1. VT100もしくは VT200と互換性のある端末を使用してログインします。

2. フォーム・エディタをテストするためのフォームを作成します。

フォームを作成するため，現在のディレクトリに存在しないファイル名を指定
します (この例では testfile.frmというファイルを指定します)。省略時のファイ
ル・タイプは.FRMです。

$ JFMS/EDIT testfile.frm

3. 端末からの応答を要求するように，次のコマンドを入力します。

$ SET TERMINAL/INQUIRE

4. フォーム・エディタ・メニューのオプションを選択します。

フォーム・エディタの入力が終わった後， Phase Choiceプロンプトに対して
LAYOUTを選択します。画面が消去され，レイアウト・フェーズのステータス
行が画面の下端に現われます。

Phase Choice: LAYOUT

5. フォームに次のようなテキストを入力します。

This is a test of FMS.
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フィールド・モードに入る場合は， PF1キーを押してからキーパッドの 8キー
を押します。フィールドを示すために文字 xを 6回入力します。

<PF1><KP8>

XXXXXX

6. フォーム・エディタを終了します。

フォーム・エディタのレイアウト・フェーズを終了するには， PF1キーを押
してからキーパッドの 7キーを押します。フォーム・エディタのメニューが再
び表示されます。プロンプトに対して EXITと入力し RETURNキーを押しま
す。

<PF1><KP7>

Phase Choice: EXIT

7. フォームを保存します。

レイアウト・フェーズを終了した後，エディタがプロンプトを出してファイル
の保存を要求します。フォームを保存するため RETURNキーを押します。

$ Do you want to save this form?
%FMS-I-FORMSAVED, Form testfile.frm saved in testfile.frm

8. フォームをテストします。

$ JFMS/TEST testfile.frm

フォームが表示されます。文字を 7文字入力します。 7番目の文字が画面に表
示されないことに注目してください。端末のベルが鳴り，フィールドがいっぱ
いであることを知らせるエラー・メッセージが端末の画面の下端に表示されま
す。 RETURNキーを押します。システム・プロンプトが現われます。

123456
<RETURN>

$

9. フォームのファイルを削除します。

$ DELETE testfile.frm;*
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フォーム・エディタおよびフォーム・テスタの確認

テストは完了です。テスト中に何かエラーが発生した場合は，第 2.3節の指示に従
ってください。
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A
インストレーション実行例

この付録では，日本語HP FMSのインストレーション例を示します。この例は，
日本語HP FMSの前のバージョンがインストールされていないシステムで実行し
たものです。

インストレーション例では，DECnetがシャットダウンされ，システムにログイン
しているユーザがいないと仮定しています。また， IVPがインストレーションの
終わりに実行されます。

A.1 フル開発キット

ここでは，日本語HP FMSのフル開発キットのインストレーション例を示しま
す。

$ @sys$update:vmsinstal FMSJA025 DKC100:[FMSJA025.KIT]

OpenVMS Software Product Installation Procedure V8.2-1

It is 8-NOV-2005 at 10:57.

Enter a question mark (?) at any time for help.

* Are you satisfied with the backup of your system disk [YES]?

The following products will be processed:

FMSJA V2.5

Beginning installation of FMSJA V2.5 at 10:57

%VMSINSTAL-I-RESTORE, Restoring product save set A ...
%VMSINSTAL-I-RELMOVED, Product’s release notes have been moved to SYS$HELP.
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Product: FMS
Producer: HP
Version: 2.5
Release Date: 12-MAR-2004

* Does this product have an authorization key registered and loaded? y
* Do you want to run the IVP after the installation [YES]? y
* Do you want to purge files replaced by this installation [YES]? y

If you wish to save space on your system disk you may choose not to
install the Sample Application Programs and the Modifiable Message
File Procedures. You may later install them by installing FMSJA V2.5
again.

* Do you wish to install Sample Application Programs and Modifiable
Message File Procedures [YES]? y
%FMSJA-I-CONTINUE, All inquiries have been requested. If no errors occur,
-FMSJA-I-CONTINUE, the installation will be completed in about 20 minutes.
%VMSINSTAL-I-RESTORE, Restoring product save set B ...
%VMSINSTAL-I-RESTORE, Restoring product save set C ...
%VMSINSTAL-I-RESTORE, Restoring product save set D ...

System Manager:

Upon completion of this installation, please be
sure to edit the system startup files as
described in the DEC JFMS Installation Guide.

%FMSJA-S-FMSBUILT, FMSJA V2.5 has built successfully, continuing...
%FMSJA-I-STARTSAMP, Starting the Sample Application Programs installation...
%FMSJA-S-SAMPBUILT, Sample Application Programs have built successfully,
continuing...
%FMSJA-I-CONTINUE, Starting Modifiable Message File Procedures installation ...
%VMSINSTAL-I-MOVEFILES, Files will now be moved to their target directories...
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of JFMS$EXAMPLES has been superseded

Beginning the FMSJA V2.5 Installation Verification Procedure...

FMSJA V2.5 Installation Verification Procedure was successful
Refer to the DEC FMS/Japanese Installation Guide for further verification
procedures...

Installation of FMSJA V2.5 completed at 10:59

Adding history entry in VMI$ROOT:[SYSUPD]VMSINSTAL.HISTORY

Creating installation data file: VMI$ROOT:[SYSUPD]FMSJA025.VMI_DATA

A–2 インストレーション実行例



インストレーション実行例
A.1フル開発キット

VMSINSTAL procedure done at 10:59

A.2 ランタイム・キット

ここでは，日本語HP FMSのランタイム・キットのインストレーション例を示し
ます。

$ @sys$update:vmsinstal FDVJA025 DKC100:[FDVJA025.KIT]

OpenVMS Software Product Installation Procedure V8.2-1

It is 8-NOV-2005 at 11:07.

Enter a question mark (?) at any time for help.

* Are you satisfied with the backup of your system disk [YES]?

The following products will be processed:

FDVJA V2.5

Beginning installation of FDVJA V2.5 at 11:07

%VMSINSTAL-I-RESTORE, Restoring product save set A ...

Product: FMS-RT
Producer: HP
Version: 2.5
Release Date: 12-MAR-2004

* Does this product have an authorization key registered and loaded? y
* Do you want to run the IVP after the installation [YES]? y
* Do you want to purge files replaced by this installation [YES]? y

System Manager:

Upon completion of this installation, please be
sure to edit the system startup files as
described in the DEC JFMS Run-Time Kit
Documentation.

%FDVJA-S-FDVBUILT, FDVJA V2.5 has built successfully, continuing...
%VMSINSTAL-I-MOVEFILES, Files will now be moved to their target directories...

Beginning the FDVJA V2.5 Installation Verification Procedure...
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インストレーション実行例
A.2ランタイム・キット

:
:

FDVJA V2.5 Installation Verification Procedure was successful
Refer to the DEC FMS/Japanese Installation Guide for further verification
procedures...

Installation of FDVJA V2.5 completed at 11:08

Adding history entry in VMI$ROOT:[SYSUPD]VMSINSTAL.HISTORY

Creating installation data file: VMI$ROOT:[SYSUPD]FDVJA025.VMI_DATA

VMSINSTAL procedure done at 11:08
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B
アプリケーション・プログラム例の使用方法

日本語HP FMSバージョン 2.5のインストレーションおよびスタートアップ・プ
ロシージャ SYS$STARTUP:JFMSTRTUP.COMで， JFMS$EXAMPLES:ディレ
クトリをシステム論理名として定義します。このディレクトリには，日本語HP
FMSバージョン 2.5のアプリケーション・プログラム例に関連するファイルが置
かれています。

2進データ同期端末でアプリケーション・プログラム例を実行する場合は，第 B.2
節を参照してください。

日本語HP FMSバージョン 2.5では，表 B–1に示すアプリケーション・プログラ
ム例を提供します。

表 B–1 FMSアプリケーション・プログラム例

言語 プログラム名 イメージ名

BASIC SAMP.BAS SAMP.EXE

BLISS SAMPBLI.BLI SAMPBLI.EXE

C SAMPCC.C SAMPCC.EXE

COBOL SAMPCOB.COB SAMPCOB.EXE

FORTRAN SAMPFOR.FOR SAMPFOR.EXE

PASCAL SAMPPAS.PAS SAMPPAS.EXE

BASICのアプリケーション・プログラム例を実行する場合は，次のようなコマン
ドを入力します。

$ RUN JFMS$EXAMPLES:SAMP

アプリケーション・プログラム例の使用方法 B–1



アプリケーション・プログラム例の使用方法

アプリケーション・プログラム例の実行中に， PF4キーを押してチェックの書き
込みを選択した場合，チェックを書き込むデータ・ファイル SAMPCH.DATが省
略時のディレクトリに作成されます。

B.1 アプリケーション・プログラム例に関連するファイル

アプリケーション・プログラム例の作成を支援するファイルが，
JFMS$EXAMPLES:ディレクトリに入っています。これらのファイルは次の
とおりです。

• SAMPフォームに関連するファイル

アプリケーション・プログラム例のフォームは，フォーム・ライブラリ
SAMP.FLBに保存されます。 2進データ同期端末またはワークステーションの
どちらか一方でアプリケーション例を正常に実行するために 2つの追加フォー
ムが提供されています。このフォームはファイル BISYNC_REGIST.FRMと
LONG_REGIST.FRMに含まれており，アプリケーション例のフォーム・ライ
ブラリ SAMP.FLB中の REGISTERフォームの代わりになるように設計されて
います。 BISYNC_REGIST.FRMファイルを使えば， 2進データ同期端末上で
アプリケーションを正常に実行することができます。 LONG_REGIST.FRMを
使えば，ワークステーション上で 55行のフォームの作成，表示ができます。

• FMSアプリケーション援助によって作られるファイル

メモリ常駐のフォーム・ファイル SMPMEMRES.OBJ，およびUARベクト
ル・ファイル SMPVECTOR.OBJは，実行可能な SAMPイメージを作るため
にリンク・コマンドに含まれています。

• SAMPデータベース・ファイル

SAMP.DATファイルは，アプリケーション・プログラム例にアカウント・デー
タを供給します。

• FMS定義を含むソース・ファイル (表 B–2参照)

FMS定義ファイルでは，アプリケーション・プログラム例で使用するフォー
ム・ドライバのシンボルを定義します。これらの多数のファイルは，プログ
ラムでシンボルを定義するために適切な言語構成要素 (INCLUDE， COPY，
REQUIRE， ENVIRONMENTなど)によって直接使用されます。自分のアプ
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アプリケーション・プログラム例の使用方法
B.1アプリケーション・プログラム例に関連するファイル

リケーションに合うように調整する際の例文としてこれらのファイルを使用し
てください。

• 言語用の追加ソース・ファイル (表 B–3参照)

アプリケーション・プログラム例のうちのいくつかは，特定の言語にだけ関連
する便利な定義を含むソース・ファイルがあります。

• アプリケーション・プログラム例を指定した言語にコンパイルし，リンクする
コマンド・ファイル (表 B–4参照)

表 B–2 FMS定義ファイル

言語 定義ファイル

BASIC FDVDEF.BAS

BLISS FDVDEF.REQ

C FDVDEF.H

COBOL FDVDEF.LIB

FORTRAN FDVDEF.FOR

PASCAL FDVDEF.PAS

表 B–3 FMSソース・ファイル

言語 ファイル名

COBOL SAMPCOB.LIB
SMPCOBUAR.LIB

FORTRAN SMPACCOM.FOR
SMPREGCOM.FOR
SMPSTATUS.FOR
SMPWORK.FOR
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アプリケーション・プログラム例の使用方法
B.1アプリケーション・プログラム例に関連するファイル

表 B–4 FMSコマンド・ファイル

言語 コマンド・ファイル

BASIC SAMPBAS.COM

BLISS SAMPBLI.COM

C SAMPCC.COM

COBOL SAMPCOB.COM

FORTRAN SAMPFOR.COM

PASCAL SAMPPAS.COM

B.2 進データ同期端末上でのアプリケーション例の実行

2進データ同期端末上でアプリケーション・プログラム例を実行しない場合は，本
節をお読みになる必要はありませんので次へすすんでください。

アプリケーション・プログラム例は，プログラムを変更せずに 2進データ同期端末
上で実行することができます。ただし， 2進データ同期端末の幅に制約があるた
め，フォームは変更が必要です。非同期端末 (VT52， VT100， VT2xxなど)上に
チェック・レジスタを表示するために使用するフォーム REGISTERは， 2進デー
タ同期端末の画面には適しません。

日本語HP FMSバージョン 2.5のキットには， 2進データ同期端末の画面に適す
る REGISTERの置換用フォームがあります。このフォームは，非同期端末でも同
様に動作します。フォームは， JFMS$EXAMPLES:の BISYNC_REGIST.FRM
というフォーム・ファイルに含まれています。

2進データ同期端末でアプリケーション・プログラム例を実行する前に，次の
手順に従ってアプリケーション例のフォーム・ライブラリ SAMP.FLB:中の
REGISTERフォームを置き換えてください。

1. システム・マネージャのアカウントへログインします。
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アプリケーション・プログラム例の使用方法
B.2進データ同期端末上でのアプリケーション例の実行

2. JFMS$EXAMPLES:REGISTER.FRMというフォーム・ファイルに現在の
REGISTERフォームを保存するために，次のコマンドを入力します。

$ JFMS/LIBRARY/EXTRACT-
_$ JFMS$EXAMPLES:SAMP/FORM=REGISTER/OUTPUT=JFMS$EXAMPLES:REGISTER.FRM

3. 新しい REGISTERフォームを挿入するために次のコマンドを入力します。

$ JFMS/LIBRARY/REPLACE JFMS$EXAMPLES:SAMP JFMS$EXAMPLES:BISYNC_REGIST

このコマンドを正常に実行すれば，アプリケーション・プログラム例を非同期もし
くは 2進データ同期端末で実行できます。

REGISTERフォームは，『Introduction to VAX–11 FMS』に説明されているオリ
ジナルの REGISTERフォームとは異なる表示のされ方および異なるフィールド属
性となります。フォームを 2進データ同期端末の画面に適合させるには，これらの
相違が必要となります。これらの相違は，プログラムのフォームの機能もしくは相
互作用にはなんら影響はありません。

B.3 ワークステーション上でのアプリケーション例の実行

ワークステーション上でアプリケーション・プログラム例を実行しない場合は，本
節をお読みになる必要はありませんので次へすすんでください。

アプリケーション・プログラム例は，プログラムを変更せずにワークステーシ
ョン上で実行することができます。しかし，ワークステーション上で VT100お
よび VT200ウィンドウの拡大サイズを利用するためには，アプリケーション例
中のフォームの 1つを変更する必要がありました。チェック・レジスタを表示す
るためのスクロール領域を含む REGISTERフォームは， 55行ウィンドウを利
用するために変更されました。日本語HP FMSバージョン 2.5のキットでは，
JFMS$EXAMPLES:内の LONG_REGIST.FRMというファイルでこのフォームを
提供します。

ワークステーションの 55行ウィンドウを利用するためには，次の手順に従ってア
プリケーション例のフォーム・ライブラリ SAMP.FLB中の REGISTERフォーム
を置き換えてください。
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アプリケーション・プログラム例の使用方法
B.3ワークステーション上でのアプリケーション例の実行

1. システム・マネージャのアカウントでログインします。

2. JFMS$EXAMPLES:REGISTER.FRMというフォーム・ファイルに現在の
REGISTERフォームを保存するために，次の FMS DCLコマンドを入力しま
す。

$ JFMS/LIBRARY/EXTRACT-
_$ JFMS$EXAMPLES:SAMP/FORM=REGISTER/OUTPUT=JFMS$EXAMPLES:REGISTER.FRM

3. 新しい REGISTERフォームを挿入するために次のコマンドを入力します。

$ JFMS/LIBRARY/REPLACE JFMS$EXAMPLES:SAMP JFMS$EXAMPLES:LONG_REGIST

4. ワークステーションのウィンドウ・サイズを 55行に設定するために，次のコマ
ンドを入力します。

$ SET TERMINAL/PAGE=55

このコマンドを正常に実行すれば，説明通りにアプリケーション・プログラム例を
ワークステーションで実行できます。

標準の端末 (VT52， VT100， VT2xxなど)上でフォーム・ライブラリ SAMP.FLB
のフォーム LONG_REGISTを使ってアプリケーション例を実行することはできま
せん。
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C
システムにインストールされるファイルの一覧

以下に日本語HP FMSバージョン 2.5のインストレーションで追加もしくは変更
されるファイルの一覧を示します。

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSHLP]（SYS$HELP）

HELPLIB.HLB FMSでヘルプ・ライブラリに追加／交換されたモ
ジュール

HPFMSJA025.RELEASE_NOTES バージョン 2.5のリリース・ノート

[SYSEXE]（SYS$SYSTEM）

JFMSFAA.EXE FMSフォーム・アプリケーション支援ユーティリ
ティ

JFMSFED.EXE FMSフォーム・エディタ・ユーティリティ

JFMSFEDE.EXE FMSフォーム・エディタ・ユーティリティ (英語
版)

JFMSFLG.EXE FMSフォーム言語翻訳ユーティリティ

JFMSFLI.EXE FMSフォーム・ライブラリアン・ユーティリティ

JFMSFTE.EXE FMSフォーム・テスタ・ユーティリティ

JFMSFUU.EXE FMSフォーム更新ユーティリティ

[SYSLIB]（SYS$SHARE）

JFDVSHR.EXE フォーム・ドライバ共有可能イメージ
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システムにインストールされるファイルの一覧

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSLIB]（SYS$LIBRARY）

DCLTABLES.EXE FMSで DCLテーブルに追加／交換された DCLコ
マンド

IMAGELIB.OLB JFDVSHRでライブラリに追加／交換されたモジ
ュール

STARLET.OLB FDV$PLITRMでライブラリに追加／交換された
モジュール

[SYS$STARTUP]（SYS$STARTUP）

JFMSTRTUP.COM FMSのスタートアップ・プロシージャ

[SYSMGR]（SYS$MESSAGE）

JFDVMSG.EXE フォーム・ドライバのメッセージ・ファイル

JFDVMSGE.EXE フォーム・ドライバのメッセージ・ファイル (英語
版)

JFMSMSG.EXE FMSユーティリティのメッセージ・ファイル

JFMSMSGE.EXE FMSユーティリティのメッセージ・ファイル (英
語版)
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システムにインストールされるファイルの一覧

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSHLP.EXAMPLES.JFMS]（JFMS$EXAMPLES）

FDVDEF.BAS BASIC用フォーム・ドライバのシンボル定義ファ
イル

FDVDEF.FOR FORTRAN用フォーム・ドライバのシンボル定義
ファイル

FDVDEF.H C用フォーム・ドライバのシンボル定義ファイル

FDVDEF.LIB COBOL用フォーム・ドライバのシンボル定義フ
ァイル

FDVDEF.PAS PASCAL用フォーム・ドライバのシンボル定義フ
ァイル

FDVDEF.REQ BLISS用フォーム・ドライバのシンボル定義ファ
イル

FDVDEFCAL.PLI PL/I用フォーム・ドライバのシンボル定義ファイ
ル

FDVDEFFNC.PLI PL/I用フォーム・ドライバのシンボル定義ファイ
ル

MESSAGE.DIR 変更可能なメッセージ・プロシージャ用ディレク
トリ

さらにシステム・マネージャがアプリケーション・プログラム例のインストレーシ
ョンを要求した場合，次のファイルも存在します。

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSHLP.EXAMPLES.JFMS]（JFMS$EXAMPLES）

BISYNCREGIST.FRM 2進データ同期端末用のアプリケーション例の
REGISTERフォーム

LONGREGIST.FRM ワークステーション用のアプリケーション例の
REGISTERフォーム

SAMP.BAS BASIC用アプリケーション例のソース

SAMP.DAT アプリケーション例のデータ・ファイル

SAMP.EXE BASIC用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMP.FLB アプリケーション例のフォーム・ライブラリ

†システム上でその言語が利用可能である場合のみ存在します。
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システムにインストールされるファイルの一覧

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSHLP.EXAMPLES.JFMS]（JFMS$EXAMPLES）

SAMPBAS.COM BASIC用アプリケーション例を構築するプロシージャ

SAMPBLI.BLI BLISS用アプリケーション例のソース

SAMPBLI.COM BLISS用アプリケーション例を構築するプロシージャ

SAMPBLI.EXE BLISS用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMPCC.C C用アプリケーション例のソース

SAMPCC.COM C用アプリケーション例を構築するプロシージャ

SAMPCC.EXE C用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMPCOB.COB COBOL用アプリケーション例のソース

SAMPCOB.COM COBOL用アプリケーション例を構築するプロシージャ

SAMPCOB.EXE COBOL用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMPCOB.LIB COBOL用アプリケーション例のライブラリ

SAMPFOR.COM FORTRAN用アプリケーション例を構築するプロシージ
ャ

SAMPFOR.FOR FORTRAN用アプリケーション例のソース

SAMPFOR.EXE FORTRAN用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMPPAS.COM PASCAL用アプリケーション例を構築するプロシージャ

SAMPPAS.EXE PASCAL用アプリケーション例の実行可能イメージ†

SAMPPAS.PAS PASCAL用アプリケーション例のソース

SMPACCOM.FOR FORTRAN用アプリケーション例のインクルード・ファ
イル

SMPCOBUAR.LIB COBOL用アプリケーション例のライブラリ

SMPMEMRES.OBJ アプリケーション例のメモリ常駐フォーム・モジュール

SMPREGCOM.FOR FORTRAN用アプリケーション例のインクルード・ファ
イル

SMPSTATUS.FOR FORTRAN用アプリケーション例のインクルード・ファ
イル

SMPVECTOR.OBJ アプリケーション例の UARベクタ・モジュール

SMPWORK.FOR FORTRAN用アプリケーション例のインクルード・ファ
イル

†システム上でその言語が利用可能である場合のみ存在します。
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システムにインストールされるファイルの一覧

[ディレクトリ名]
ファイル名 機能

[SYSHLP.EXAMPLES.FMS.MESSAGE]

COMMSG.MSG FMSユーティリティすべてに共通のメッセージ・ファイ
ル

FAAMSG.MSG フォーム・アプリケーション支援のメッセージ・ファイル

FCVMSG.MSG フォーム・コンバータのメッセージ・ファイル

FDVMSG.MSG フォーム・ドライバのメッセージ・ファイル

FEDMSG.MSG フォーム・エディタのメッセージ・ファイル

FIOMSG.MSG ファイル I/Oのメッセージ・ファイル

FLGMSG.MSG フォーム言語翻訳のメッセージ・ファイル

FLIMSG.MSG フォーム・ライブラリアンのメッセージ・ファイル

FMSLIT.MSG FMSメッセージ・ファイル・リテラル

FMS_ MESSAGE.MEM FMSメッセージ・ファイルの変更方法

FTEMSG.MSG フォーム・テスタのメッセージ・ファイル

FUUMSG.MSG フォーム更新ユーティリティのメッセージ・ファイル

MSGBLD.COM メッセージ・ファイルを構築するプロシージャ
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